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豊作に感謝
学校長 有村 恵

１０月の下旬から，遅めの秋が駆け抜けるかのようにやってきま
した。毎朝，正門で子供たちと挨拶を交わすために立っています。
その時，目の前の青空を見上げると，真っ青な空に，広がる鱗雲。「秋
だな。」と改めて感じています。
さて，１０月９日の稲刈り，その後の１９日の脱穀。５年生を中

心に全校児童で取り組んだ勤労生産学習が終わりました。今年は，
籾で２６４㎏（昨年は２１１㎏）の収穫がありました。本校では，
馬を作っての陰干しも行っていますので，乾燥状態もよく，精米後，
食するのが楽しみです。残念ながら今年もコロナウイルス感染症拡
大防止の観点から，やむを得ず餅つき大会は中止となりましたが，
各家庭にも持ち帰らせますので，ぜひ御家族で食べてみてください。
この勤労生産学習では，保護者の方々や地域の皆様には，多大な

る御協力を頂き，ありがとうございました。学校の力だけでは，こ
のような勤労生産活動を実施することはできません。皆様のお力添
えがあったればこそと深く感謝しております。
この吉田地域は古くからの米どころ。吉田小の校章を見ると，稲

穂がアレンジされています。校舎２階のベランダから松尾城の方向
を眺めますと，黄金色の稲穂が続いています。このように，小学校
段階で子供たちが，豊富な自然に触れ，食を考える機会を持つこと
は大切なことだと言えます。田に実際に入って作業することで，匂
いであったり，稲や水，泥の感触だったりと大変貴重な経験を子供
たちはさせてもらっています。
また，今回，学校保健委員会で，食育を通して親子で食に関した

取組を今年度から始めました。その一環として，霧島食育研究会理
事長の千葉しのぶ先生を講師に，１０月１４日に基調講演を実施し
たところです。講演は，食を通して，人と人とのつながりまで感じ
ることができるような大変心温まる講演でした。私たちは，毎日，
豊富な食べ物の中で生活をしています。そして，毎日食するものか
ら，力を得て日々生活しています。「ああ，美味しい。」と思いなが
ら，毎日の食事ができることを感謝していかなくてはならないと思
います。食材を作ってくださる方，その食材を調理してくださる方
に思いを寄せながら，毎日楽しい食卓が広がれば
と願っています。
これからもこの吉田小校区の自然や文化を通し

て，「吉田小ならではの教育」を展開していきたい
と思います。（追記：１０月１６日付：南日本新聞
：わたしたちのふるさと発見隊で６年生の子供た
ちが取材した記事が掲載されました。）

 



３日（金）校内人権週間（～１０日）
７日（火）校内持久走大会，学級 PTA
８日（水）小中交流タイム
９日（木）人権教室

１１日（土）土曜授業（学力向上）
２４日（金）終業式，大掃除
※ 変更する場合もあります。御了承ください。

６年生を対象に５月に行われた全国学力・学
習状況調査の結果が公表されました。今後課
題に対して次のように取り組みます。
〈国語〉
目的に応じて文章と図表など，複数の内容

を関係付けた上で，自分の考えを具体的に書
いたりする問題に課題がありました。そこで
質問内容について意識させたり，関連するキ
ーワードやキーセンテンスに線を引かせたり
しながら，答えとなる文章を書くことができ
るように授業や朝の活動，土曜授業を利用し
て取り組んでいきます。
〈算数〉
複数の図形の面積を求める式とその立式の

理由を求めたりする問題や基準値を１とした
場合の比較量が小数の場合の意味を説明した
りする問題に課題がありました。そこで今後
授業の中で，生活経験から答えを予想させた
り，既習事項を活用して問題を解決させたり，
解決した理由を説明させたりしていきます。
〈全体的に〉
児童質問紙の結果から、友達と協力するの

は楽しいと思っている児童が９０％以上いま
す。その一方で，平日２時間以上ゲームをす
る児童が４６．２％でした。今後は，帰宅後
のスケジュールを立てさせることなどにも取
り組ませていきます。

１０月４日
（日）小・中
合同大運動会
がありました。

開催を１週間延期しましたが，子供達
はこれまで以上に練習の成果を立派に
発揮することができました。御声援あ
りがとうございました。

１０月１４日（木）の学校保健委員会
で，千葉しのぶ先生が御自身の体験や地
域の方々の活動の様子を交えて講演をし
てくださいました。先生が語られる食に
関する内容は，
感動の連続で
あり，参観者
それぞれが自
分の記憶をた
どり，食の大
切さを改めて
確認すること
になりました。

１０月１６
日（土）の南
日本新聞に「ふ
るさと発見隊」

として，校区の歴史や名所を紹介した記
事が載りました。記事を作成した６年生
は，夏休み期間，コロナ禍のために集ま
って作業をすることが
できませんでしたが，
全員で力を合わせて粘
り強く取り組み立派に
完成させました。

上記の記事の詳しい内容や南
日本新聞に掲載された本校の子
供達の作品を，吉田小学校のブ
ログに載せてあります。また、
学校行事や日々の子供達の頑張
りもブログを毎日更新しています。右の QR
コードか，吉田小学校ホームページからぜひ
ご覧ください。
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